


いつまでも健康で、生き生きと暮らしたい。そんな願いを叶える重要な成分、それが酵素です。
酵素の摂取には生の野菜や果物を食べるのが一番。
そうした生の食材に含まれている酵素を、壊すことなくジュースにできるのが「エンジェルジューサー」です。
健康づくりに役立つ酵素を取り入れ、いつでも無理なく、おいしく栄養補給しましょう。

製品紹介

組立方法

ジュースの搾り方

お手入れ方法

使用上のご注意

食材についてのご注意

仕様

故障かなと思ったら

いつまでも安全にお使いいただくために



REV ： 逆回転／STOP ： 停止／START ：正回転 

■梱包の内容と各部品の名称　■ハウジング　■メインスイッチ　■本体側面ボタン

停止

逆回転

正回転

パワーランプ

ジュースを搾るときは、(ジューサーを組み立て、

コンセントにプラグを差し込んだ後)まずメイン

スイッチをＯＮにしてから本体側面のＳＴＡＲＴ
(正回転)ボタンを押してください。

ジュースを搾り終わった後は、本体側面のＳＴＯＰ
(停止)ボタンを押してギヤの回転を止めてから

メインスイッチをＯＦＦにします。

1度押すと搾汁ギヤが正回転を始め、搾汁ができる状態になります。

正回転中に押すと、搾汁ギヤの回転が止まります。

押している間、搾汁ギヤが逆回転します。（放すと止まります）

交換用パッキン（２個）

交換用パッキン（２個）

スクレーパー

専用押し棒

専用受け容器（大・小）

電源コード

搾汁ギヤ（２本）

ハウジングカバー

ハウジング

本 体

ハウジング専用ブラシ

洗浄ブラシ

本 体

ハウジング

専用受け容器（大・小）

専用押し棒

スクレーパー

ハウジング専用ブラシ

洗浄ブラシ

ハウジングカバー

搾汁ギヤ（２本）

電源コード

小大

REV ボタン

STOP ボタン

START ボタン



専用受け容器(大・小)のセット・組立完成

パッキンを
必ずはめてください。

搾汁ギヤの取り付け ハウジングの取り付け ハウジングの固定 電源コードの取り付けハウジングカバーの取り付け



エンジェルジューサーは一般的なジューサーとは異なり、低速で食材を搾汁することにより空気との接触が少なく、

酸化や分離が非常に緩やかです。果物および野菜の持つ栄養素を破壊することなく搾汁できます。

食材は間隔をあけて投入してください。その際、押し棒で

ゆっくりと押し込んでください。連続して投入すると、

投入口内部で食材が詰まる場合があります。様子を見なが

らゆっくりと投入してください。

【食材を投入する際の注意点】

キウイやイチゴなどのドロッとした食材や、パイナップルなどの糖度が高く完熟した食材は、

投入口にジュースが溜まる場合があります。ゆっくりと投入口の様子を見ながら、あふれないように

食材を投入してください。

搾りたてのジュースは、時間が経つと酸化や分離が進み、ジュース内の栄養素が失われてしまいます。

できる限り早めにお召し上がりください。

搾りたてのジュースは、食事の前にお召し上がりいただくことをお勧めいたします。

１回に２００〜３００mlを目安にし、1日に上限２リットルまでとして、お好きな量だけお飲みください。

赤く点灯します

メインスイッチＯＮから、食材の投入方法 体にいい、酵素ジュースの飲み方 にんじんを搾る場合 葉物野菜を絞る場合

にんじんを搾る場合

葉物野菜を搾る場合

エンジェルジューサーは、ステンレスのハウジングや３段階の搾汁

ギヤで搾汁することにより、食材を余すところなく搾ることができ

ます。搾汁された繊維には、ほとんど水分が残りません。

にんじんをスティック状（縦）に、４等分（太い場合は６等分）に

切り、細い細い方から投入して押し棒を使いながらゆっくり押し込

んでください。リンゴや葉物野菜を一緒に搾汁する場合、にんじん

や他の食材を交互に投入し、最後ににんじんでカスを押し出すよう

にしてください。

［ ジュースの搾り方 ］

葉物野菜を搾る際、その性質上、泡が発生する場合があります。

搾ったジュースが濃くなるほど泡が多くなります。

※ 泡が発生することは、悪いことではありませんのでご安心ください



（停止）

■分解する前の注意点　■分解の手順　■掃除のポイント

ジューサーを清潔に保つことは、衛生面と機械の性能面の双方にとって非常に重要です。
使用後は、できるだけ早くジューサーのパーツを洗浄するようにしてください。

※時間がない場合は、浸け置きしておくと汚れが浮いて洗いやすくなります。

ジューサー本体は、外面を湿った布で拭き、その後乾いた柔らかい布で乾拭きしてください。
ステンレスの光沢を長く保つことができます。

ハウジングを持ち、クランプレバーを
引き上げます。

ハウジングをゆっくりと引き抜きます。

搾汁ギヤを１本ずつ引き抜きます。
搾汁ギヤは重いので十分に気をつけてください。

スクレーパーでハウジングに絡んでいる繊維を
取り除きます。

ハウジングは、専用ブラシで時計回りに回し
ながら、前後に出し入れして水道水で洗浄して
ください。

洗浄後、水気をよく拭き取り、
自然乾燥させてください。

分解する前の注意点（以下のことを確認してください）

ぬれた手でプラグへ触れないようにご注意ください。



■搾汁ギヤはステンレスで出来ているため、取り扱いには十分お気をつけください。

■不安定な場所や、本体に水滴がかかる恐れのある場所、濡れている場所での使用は避けてください。

　故障やケガの原因となります。

■異物（スプーンやマドラーなど）を誤って入れた場合は、安全装置が働きます。ブザーが鳴り

　自動で逆回転した後に停止します。（※自動逆回転機能はAG8500Sのみの機能となります）

■付属の押し棒以外は絶対に使用しないでください。ケガや部品破損の原因となります。

　（付属の押し棒以外を使用し破損した場合は保証対象外となります）

■本体は水洗いしないでください。

　また本体のメインスイッチ部分へスプレー洗剤等を吹きかけることは、絶対にしないでください。

　故障の原因となります。

■「フローズン用」以外のハウジングを使用しているときは、凍らせたものを投入口へ入れないで

　ください。故障や破損の原因となります。

投入口にジュースが溜まる場合があるのでご注意ください。

皮を剥いてからジュースにすることをお勧めします。

にんじんは収穫時期や栽培される産地により、水分量が少ない場合がありますのでご注意ください。

野菜の性質上、泡が多量に発生する場合があります。気になる際は、スプーン等で泡を取り除いてください。

■付属の専用受け容器以外は使用しないでください。違った容器を使用すると、投入口へ投入した

　食材を押し棒で押し込む際に、本体がグラグラと安定しません。



組み立てが正常に出来ているかを再度確認してください。
（P．５～６をご参照ください）

粉砕不可能な食材を入れた場合、部品破損を最小限に抑えるため、自動逆回転
機能により逆回転した後、自動的に回転が止まります。食材以外の投入はお止め
ください。また、専用の押し棒以外の使用もお止めください。
（部品破損の原因になり保証対象外となります）

長時間連続でご使用になると、モーターが焼き付きを起こし本体内の部品が
破損する場合があります。連続してご使用になる場合は、定期的に一度STOP
し、本体が十分に冷めてから再度ご使用ください。

糖度の高い野菜や完熟した果物などは、搾汁の際ハウジングの投入口に
溜まる場合があります。その時は途中でキャベツの茎や芯など（茎や芯は
味覚への影響が少ない為)を搾り、ハウジングの様子を見ながら搾汁して
ください。

リバース機能 AG5500 ： 手動   /   AG8500S ： 自動

作動方式 AUTO

製品サイズ 514×185×269mm

製品重量 9.6kg

ハウジング投入口直径 42mm

回転数 82rpm

ギヤの長さ  /  直径 222mm  /  34mm

電源 単層110 V   /   50Hz , 60Hz

消費電力 180W

型式 AG5500　/　AG8500S

（単位：mm）

電源コードを入れても
作動しない

使用中、回転が止まる

搾汁ギヤと本体の
接続部分からジュースが漏れる

材料を入れずに作動させると
異音がする

途中で動作に異常があったり
止まったりする

搾った汁が逆流する

【 AG5500 / AG8500S 共通 】

【 AG8500S のみ 】

ハウジングについているパッキン（シリコンリング）が外れていないかを
確認してください。

正常な状態であっても、ギヤは若干の摩擦音を発します。
その上で異常な音だと感じる場合は、弊社までご連絡ください。

状  態 原  因   ・   措  置

ＲＥＶ（逆回転）ボタンを２～３度押し、ＳＴＯＰ（停止）ボタンを押します。
その後メインスイッチを一旦ＯＦＦにして、しばらくした後に再度スイッチを
ＯＮにしてください。

以上のことをお試しいただき、それでも不具合があるときには使用を中止し、必ず電源プラグを抜いた後、
故障の状況をお買い上げの販売店、または株式会社翔栄ウエルネスまでご連絡ください。



改造、修理、または本取扱説明書に記載していない分解は行わないでください。

電源を入れたまま、本体部分を拭いたり水をかけたりしないでください。

乳児や小さな子供の手が届くところに、電源を入れたまま放置しないでください。

ガスコンロなどの熱源から３０ｃｍ以上離してください。

投入口に食材を入れるとき、押し棒の代わりに箸やスプーンなどを使用したり、
あるいは指などで直接押し込んだりは絶対にしないでください。

お手入れの際は、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。

電源は、１００V専用コンセントを使用してください。

周波数が５０Hzまたは６０Hz以外の地域では使用しないでください。

ご使用前に必ず、電源コードの破損・損傷がないこと、安定して設置されていることを
確認してください。

ご使用中に異常な音や臭い、煙などが発生した場合は、すぐに電源を抜き、
弊社にお問い合わせください。

製品に衝撃を与えたり、落としたりしないように注意してご使用ください。

電源コードを無理に曲げたり、結んだり、引っ張ったりしないでください。

電源コードが破損した場合は、弊社までご連絡ください。

使用後、部品を洗浄する際に、熱湯(８０℃以上)は使用しないでください。

製品の洗浄に食器洗浄器や食器乾燥器を使用すると、温度によっては変形する場合があります。

食材を投入口へ一度に大量に入れすぎないようにしてください。もし入れ過ぎてモーターの
回転が止まったときは、一旦ＲＥＶ(逆回転)ボタンを２～３秒押して逆回転させた後、
メインスイッチを入れ直してください。

完全冷凍した肉や魚などを投入しないでください。

使用後、ハウジングセットはすぐ取り外して洗浄してください。

本製品の洗浄に、ガソリンやシンナーなどは使用しないでください。

傾斜がある場所や不安定な場所で使用しないでください。

本製品を廃棄する際は、指定された手続きに従って処理してください。

搾汁する野菜や果物などは、なるべく新鮮なものをお使いください。

食材を押し込む際、必ず専用の押し棒をお使いください。

表記事項を守らない場合、深刻な故障や製品破損が発生する可能性があります。

表記事項を守らない場合、深刻な傷害や死亡事故につながる可能性があります。

感電・火災・ケガの原因となります。弊社にお問い合わせください。

故障・感電・火災・ショート・ケガの原因となります。

事故・感電・ケガの原因となります。

火災や変形の恐れがあります。

ケガや事故、搾汁ギヤなどの部品破損、故障の原因となります。

また、ぬれた手でプラグを触らないでください。感電やケガの原因となります。

１００Vを超える電圧では使用しないでください。故障・感電・火災の原因となります。

所定の性能が得られなかったり、故障の原因となります。

感電・火災・ケガの原因となります。弊社にお問い合わせください。

破損・感電・火災の原因となります。

また、電源コードの上に重いものを乗せないでください。感電・漏電・火災の原因となります。

停止状態が続くと、モーターの加熱により、破損または機能低下の原因となります。

時間が経つと、洗い落ちが悪くなります。すぐに洗浄できない場合は、水を張った洗い桶に浸けてください。

破損・変色・故障の原因となります。

落下によって破損する場合があります。

鮮度により、ジュース・カス（繊維の部分）の量に差が生じます。長く冷蔵庫の野菜室などに入れておいた
ものは、水分が少なく十分なジュースを搾汁できない場合があります。





年　　　　月　　　　日

※保証書が無い場合や、保証期間が過ぎている場合は、有料でのご対応となります。
※ご購入時の領収書は大切に保管してください。領収書なき場合は、本保証書の保証内容が無効となります。


